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検査説明・相談ができる検査技師

日臨技理事　　中井　規隆
　厚生労働省は平成19年12月に「患者や家族にとって安全で質の高い
医療を効率的に提供するためには各医療機関関係職種がその専門性を
より発揮でき、チームとして医療を行なう体制を整えていくことが重
要であり、採血や検査説明において臨床検査技師との適切な業務分担
を導入すること」と医政局通知されました。また臨床検査技師が検査
説明・相談に取り組む意義として宮島日臨技会長は、「検査説明は多
くの臨床検査技師が日常の業務の中で行なえるようになることが重要
で、検体採取から結果説明までが私たちの役割であり、検査だけをし
ていては立場も向上しない」と述べており、「（日臨技）チーム医療推
進検討委員会」を立ち上げ、その答申に基づき「（日臨技）検査説明・
相談ができる技師育成ワーキンググループ」を設置しました。

では何故「検査説明・相談ができる検査技師の育成」を優先課題と
したのでしょうか。
①国から検査技師に要請された案件であるにかかわらず、この課題
に臨床検査技師は十分に応えていない現状がある。

②この取り組みを進めることにより、実効ある診療支援（医師・看
護師等への）に寄与できる。

③臨床検査技師の存在感や必要性を直接患者さんに伝え、アピール
できる有効な手段である。

④現在行なっているチーム医療への参画（ICT・NST・糖尿病教室
etc.）の質をさらに向上させる上でもこのスキルは欠かせない。

⑤将来的に、臨床検査技師による指導料取得を視野に入れた取り組
みになり得る。

⑥本取り組みは、今後メタボ健診等に関与するために必要不可欠で
あり、臨床検査技師の今後を見据えた業務拡大を目指すうえで重
要なものである。

以上のようなことが考えられます。

　講習会の進め方としては、平成25年度に日臨技主催の都道府県企画
担当者講習会を開催（平成25年12月終了）し、平成26年度から３ヵ年
の間に全国5400名の受講を目指すよう都道府県単位で講習会を開催し
ます。またこれと並行して厚生労働省や各学会・団体にも支援を要請
し、チーム医療推進検討委員会として取り組みの意義などの啓発活動
も行なっていきます。愛臨技におきましても３ヵ年で300名の受講を
目標に企画いたしますので是非会員皆様の講習会への参加や積極的な
取り組みをお願いいたします。

◆New Yearパーティー開催報告 ････････（2）
◆平成26年尾張東地区研修会に参加して ･･（3）
◆学術部研究班行事予定（平成26年度前期） ･･（3）
◆地区だより･･････････････････････････（4）
◆海岸清掃ボランティア募集のお知らせ･･（5）
◆研究会･･････････････････････････････（7）
◆会誌「らぼ」原稿募集････････････････（8）
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　恒例の「New Yearパーティー」に今年も参加さ
せて頂きました。今年は松本会長がインフルエンザ
のため欠席されるというハプニングがありました。
例年、会長の笑顔での挨拶で始まるといった印象が
強かったので、すこし物足りないイメージのスター
トでしたが、椙山副会長はじめ、役員の方々のおか
げで例年通りの楽しい会になりました。
　ビンゴ大会では役員の方々が持ち帰りやすい賞品
を選んだということで、かさばらない大きさの賞品

が多数用意され、年の初めの運だめしとばかりに皆
で盛り上がりました。
　普段は会えない大先輩方も多数参加されていて、
新年のあいさつや近況報告、または昔の話しなどで
盛り上がりました。またメーカーの方も多数参加さ
れていて、情報交換などお酒を飲みながら楽しく話
しをしました。楽しい時間は早く過ぎるもので、あ
っという間の２時間でした。ぜひ来年も参加させて
頂こうと思います。

　平成26年１月17日（金）午後７時より、アサヒスーパードライ名古屋におきまして愛臨技New Year パー
ティーが開催されました。会員および賛助会員のご協力により会員75名（男59名、女16名）、賛助会員
116名（男109名、女７名）で合計191名の参加がありました。一般検査研究班の班長である医療法人青山
病院の平田基裕さんに感想をいただきましたので下記に紹介します。 組織部

New Year パーティー開催報告

New Year パーティーに参加して
青山病院　平田　基裕



－　3　－

　１月25日に尾張東地区研修会が行われました。講
演内容はHLA検査の現状（基礎から応用まで）と
いうタイトルで演者として愛知県赤十字センターの
加藤先生にお越し頂きました。講演内容がHLA検
査という当院では行っていない検査についてでした
ので初めは不安でしたが、専門で検査されていらっ
しゃる先生の講演はとても分かりやすく勉強になり

ました。中でもNAITP（新生児血小板減少症）や
血小板輸血不応患者における血小板抗体検査は興味
深く、さらに詳しい検査内容も伺ってみたいと思い
ました。今回、普段なかなか聞くことのできない
HLA検査のお話を聞くことができとても有意義な
時間を過ごすことができました。

学術部研究班行事予定（平成26年度前期）
開催日時 担当研究班等 行事種別 テーマ 開催場所 備考

4月
5日（土）15:30～ 微生物 研究会 平成25年度学会レビュー 名城病院地下会議室
5日（土）15:00～ 生物化学 研究会 甲状腺疾患　徹底攻略 豊田厚生病院
12日（土）15:00～ 病理細胞 研究会 平成25年度愛臨技精度管理調査報告 ㈱カーク本社ビル

5月
10日（土）15:00～ 輸血 研究会 輸血検査の標準化のポイント 名古屋市立大学医学部 　
10日（土）15:00～ 遺伝子染色体 研究会 仮題　各施設での遺伝子・染色体検査について ㈱カーク本社ビル
24日（土）15:00～ 病理細胞 研究会 病理解剖について 未定

6月 6月21日22日

輸血

合同研修会

輸血業務の基礎

未定

生物化学 緊急検査関連の生化学・免疫検査について
生理 心電図検査の基礎
病理細胞 病理細胞検体の処理および保存方法
一般 尿定性・髄液検査の基礎
血液 緊急検査関連の血液検査について

7月

5日（土）15:30～ 生殖 研究会 生殖医療におけるカウンセリング 未定
5日（土）15:00～ 生物化学 研究会 未定 未定
5日（土）15:30～ 微生物 研究会 未定 未定
12日（土）15:00～ 遺伝子染色体 研究会 未定 未定
12日（土）15:00～ 病理細胞 研究会 液状化検体細胞診（LBC）について 未定
19日（土）15:00～ 生理 研究会 未定 名古屋市立大学医学部研究棟
19日（土）15:00～ 血液 研究会 未定 未定
27日（日）9:00～ 輸血 基礎講座 わかる・できる　輸血検査 名古屋市立大学医学部

8月 10日（日）9:00～16:00 一般 研究会２回分 尿沈渣の基本（仮） 名古屋大学医学部（仮）

9月

6日（土）15:30～ 微生物 研究会 未定 未定
7日（日）10:00～ 生物化学 基礎講座 未定 未定
20日（土）15:00～ 血液 研究会 未定 未定
20日（土）15:00～ 生理 講演会 脳・神経検査 名古屋市立大学医学部研究棟

★注意：  開催日時・テーマ・開催場所は変更される場合があります。参加の際は、事前にらぼニュースあるいは愛臨技ホームページ
でご確認下さい。

平成26年尾張東地区研修会に参加して
公立陶生病院　豊吉　美月
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　古くて手狭になった施設、待合室にあふれる患者、
慢性的な満床による病床不足、それらの解消を目指
し、平成25年５月１日、名鉄豊川線八幡駅に隣接す
る新豊川市民病院がオープンしました。診療科は28
科、病床数は一般病床101床を増床し、合計554床と
なり、１階に救急センターを、３階にICU、HCUを
整備、血液内科や腎臓内科を充実させ、ほとんどす
べての医療をカバーできる急性期医療体制が整いま
した。また、鉄筋９階建ての建物は、免震構造を採
用し、災害拠点病院としての機能も充実しました。
平面駐車場の一角にヘリポートを完備。酸素配管設
備を待合スペースや講堂にも備え、災害時に診療フ
ロアとしても使えるよう設計されています。停電時
の自家発電設備を備え、地下水利用システムも導入

されました。新病院に移転し、救急をはじめとした
医療機能はもちろん、災害拠点病院の機能も充実。
将来、想定される巨大地震の際も、東三河全体の緊
急指令基地の一つとして機能できる態勢が整えられ
ました。
　設計にあたっては、患者本位、また職員にとって
機能的である事を第一に考え、３階のICU､ HCU、
及び手術室に隣接する場所に検体検査室を配置。放
射線科と生理検査の受付を一つにし、患者さまの導
線に配慮、また採血室と生理検査を表裏とし、技師
間の応援態勢がスムーズに行えるような設計となっ
ています。移転して早一年、外見は立派になったの
に中身は…と言われないように、検査科職員一同、
日々奮闘しています。

　当院は、愛知県東三河地区の玄関口である豊橋駅
に近い中核病院として、東三河地域の救急医療や地
域に必要な総合的医療を提供し他の医療機関、福祉
機関、教育事業と連携して住民の健康維持と保健衛
生・公衆衛生の向上に推進してきました。しかし、
病院の老朽化及び不十分な耐震構造に伴い平成24年
９月より近隣に新病院を開設しました。
　新病院は来たるべき災害に供え十分な耐震性と機
能を有し、災害発生時には東三河地域の拠点病院と
しての責務が果たせるような体制とシステムの整備
を重ねてまいりました。また、高度先進医療を地域
に提供すべく、がん診断装置（PET-CT）、最先端
放射線治療装置（トモセラピー）を導入しました。
　また社会医療法人として豊橋市内に、老人保健施
設明陽苑及び同施設内にベット数148床を有する透

析センター明陽クリニックや、回復期リハビリテー
ションを行う第二成田記念病院と幅広く総合的医療
を提供しております。
　現在、旧病院跡地に最先端陽子線治療装置の導入も
検討・計画され、さらなる高度先進医療を地域に提供
するべく進めておりますので宜しくお願いします。

豊川市民病院のご紹介 豊川市民病院　　村上　昌彦

成田記念病院のご紹介 成田記念病院　　平松　慶一

駐車場より正面玄関を臨む ２階外来モール

成田記念病院

地区だより

地区だより
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～組織部からのお知らせ～

※申込方法
別紙の「ボランティア応募　返信ファックス用」
に必要事項を記入し愛臨技事務所宛（FAX：
052-586-5680）へお願いします。なお、４月４
日（金）までにお願いいたします。申込の方には、
後日案内地図等を送付致します。
（ホームページにも掲載します。）

※注意事項
①駐車場に限りがあります。お車でお越しの方
は乗り合わせの上、ご協力をお願いいたしま
す。満車の場合はお近くの有料駐車場をご利
用ください。
②「軍手」および「くまで」などは各自ご持参
ください。
③正会員の方は「会員証」をご持参ください。

※問合せ先
組織部長　大橋　功男
公益財団法人　春日井市健康管理事業団
春日井市健康管理センター
TEL：0568-84-3060（内線 324）

記
日　　時：平成26年４月13日（日曜日）
 午前10時現地集合　　小雨決行

＊開催・中止の情報は当日朝７時に“愛臨技
HP_事務局だより”に掲載します。

 http://www.aichi-amt.or.jp/
場　　所：知多郡美浜町奥田海岸 
内　　容：海水浴場周辺の清掃活動（終了後潮干狩り

ができます。）
参加資格：愛臨技会員・賛助会員及びその家族
潮干狩り参加費：1100円（小学生以下　無料）
生涯教育履修点数：基礎教科　20点

　平成26年度は、公益法人を取得して２年目となります。年度初め第一弾公益事業は、恒
例となりました海岸清掃ボランティアを企画しました。「何かしたいけど…」とお考えのみ
なさん、４月ということで新人や転勤者または家族連れで誰でも気軽にできる海岸のごみ集
めをしてみませんか。清掃終了後は、潮干狩もできます、昨年は、大きなあさりが大量に取
れ1日楽しく過ごせました。この企画は、海岸の環境美化、臨床検査技師の社会的認知度、
会員相互および賛助会員の親睦などに意義のある行事です。ご家族を含め多数の皆様の積極
的な参加をお待ちしております。
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海岸清掃ボランティア応募　返信ファックス用

愛臨技事務所宛　FAX：052-586-5680

日　　時：平成26年４月13日（日曜日）午前10時00分現地集合　小雨決行
　　　　　＊開催・中止の情報は当日朝７時に愛臨技HPに掲載します。

HPアドレス　http://www.aichi-amt.or.jp/
場　　所：知多郡美浜町　奥田海岸

愛臨技公益事業　海岸清掃ボランティア活動に参加します。

施設名・会社名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（氏名） （会員番号）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

※用紙が不足の場合はコピーしてください。

※問合せ先　組織部：大橋　功男
　　　　　　　　　　公益財団法人　春日井市健康管理事業団
　　　　　　　　　　春日井市健康管理センター

TEL：0568-84-3060（内線　324）

申込締切日：平成26年４月４日（金）
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生物化学分析検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年４月５日（土）15：00 ～ 17：00
場 所：豊田厚生病院　２階講義室
 豊田市浄水町伊保原500-1
テ ー マ：甲状腺疾患　徹底攻略
講 師：１．甲状腺の血液検査
 　　名古屋掖済会病院 岡本　明紘
 ２．甲状腺疾患　超音波検査から解ること
 　　豊田厚生病院 下竹美由紀

３．どのようにして甲状腺疾患は診断さ
れるか？－In vitro検査を中心に－

 　　アボットジャパン株式会社
 　　学術情報室 青木　和雄
司 会：豊田厚生病院 山田　幸司
 名古屋第二赤十字病院 鳥居　　藍
内 容：甲状腺疾患の血液検査、超音波検査につい

て解りやすく解説します。更に病態の把握
と、治療による検査データの動き方、検査
上の問題点などについても解説します。多
くの方の参加をお待ちしております。

微生物検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年４月５日（土）15：30 ～ 18：00 
場 所：名城病院　地下大会議室
テ ー マ：学会レビュー『もっと詳しく聞きたい！』
１.『急性虫垂炎における虫垂内腔細菌の特徴 
正常虫垂と急性虫垂炎での比較検討』

 名古屋第一赤十字病院 池上志乃富
２.『愛知県三河地区２施設におけるAmpC/
ESBL鑑別ディスクの検討』

 刈谷豊田総合病院 犬飼ともみ
３.『Mycobacterium fortuitumによる植え込み
型除細動器（ICD）感染の１症例』

 安城更生病院 近藤　　好
４.『Clostridium difficile関連下痢症診断におけ
るC.DIFF QUIK CHEKコンプリートを用
いた新アルゴリズムの費用対効果』

 名古屋大学医学部付属病院 長田ゆかり
５．『臨床微生物検査の温故知新”』
 岡崎市民病院 堀　　光広

司 会：公立陶生病院 西田　祐介

病理細胞検査研究班

専門教科：20点
日 時：平成26年４月12日（土）15：00 ～ 17：00
場 所：㈱カーク本社
 名古屋市中区丸の内3-8-5
テ ー マ：平成25年度愛臨技精度管理調査報告
講 師：１）「細胞検査部門」
 　　豊橋市民病院 榊原　沙知
 ２）「病理検査部門」
 　　江南厚生病院 住吉　尚之
 ３）「グロコット染色の検討」
 　　刈谷豊田総合病院 中根　昌洋
 　　公立陶生病院 柚木　浩良
 　　豊川市民病院 都築　菜美
司 会：豊田厚生病院 末武　祐介
内 容：平成25年度の精度管理調査報告会を行い

ます。また、グロコット染色に関する基
礎的検討を実施しましたので、これらの
結果報告も行います。是非、ご参加くだ
さい。

2014年2月10日現在　正会員数　2,790名

※求人情報、理事会・常務理事会議事録はホ
ームページを御覧いただくか、事務所へお
問合せください。

　2009年４月から携帯情報ツールとしてご利用
いただきました愛臨技携帯サイトは利用者の減
少等で閉鎖することになりました。５年間でし
たがご利用ありがとうございました。
　スマートフォン（Android）での表示が正常
に見られない場合、chromeなどをご利用くだ
さい。

広報部からの重要なお知らせ
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〔公　告〕

　平成26年９月に刊行予定している会誌「らぼ」65巻について次の要領で原稿を募集します。
１．未発表の学術研究論文。
・投稿規程は（社）日本臨床衛生検査技師会発行の「医学検査」に準ずる。
・CDに入力し、CDと印刷したものを提出する。尚CDには施設名、氏名を明記する。

２．会員業績（出版物・論文発表・学会発表）。
・平成25年４月１日～平成26年３月31日までに発表されたもので、筆頭者が愛臨技会員で検査学術関連
のものに限る。

・学会抄録は論文発表には含めず、学会発表の項に掲げる。
・所定のExcelに入力後CDにコピーし、CDと印刷したものを提出する。
　尚CDには施設名、氏名を明記する。

３．入力手順。
・ファイルはExcelで作成
・体裁は　愛臨技ホームページ「事務局からのお知らせ」に掲載しますので、そこからダウンロードし
てください。

４．締め切りおよび送付方法。
締め切りは、平成26年４月30日
送付方法、
　封筒に「会誌らぼ　研究論文または会員業績原稿在中」と明記し、愛臨技事務所宛に送付してください。

　会員の皆様の原稿を募集しています。
　写真、豆知識、コーヒーブレイクなど
ジャンルを問いません。
　愛臨技事務所へメールでお送りください。

原稿募集

　生涯教育点数が関係する行事に参加される方は、必ず会員証をお持ち下さい。
　会員証をお忘れになった方は、自己申請して頂くことになります。
　申請用紙は愛臨技HPの各種手続きにあります。

お知らせ


